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§１．研究成果の概要 

核酸は、細胞内にある遺伝子情報であるというのが常識ですが、細胞の外にも核酸が存在し、

細胞外微粒子として環境応答や生体内の生命現象に何らかの影響を及ぼしていると考えられてい

ます。本研究は、核酸を含む微粒子もしくは細胞外に核酸を誘導しうる微粒子群に対する免疫学

的生体応答の仕組みと生理的意義を探求することを目的とし、細胞外核酸を一分子レベルで計測

する技術や、その生体内での制御技術の開発を目指します。 

平成 30 年度は好中球がどのように DNA を細胞外に吐き出しているかを画像化し、その細胞

外核酸をイメージサイトメトリーで定性、定量化することに成功した（Lelliott PM et al, 2019 図１）。 

また、2 つの細胞外微粒子

の生体応答のメカニズムの解

明に成功した。ひとつは、ヘム

のポリマーであるナノ粒子アジ

ュバントの B 細胞に対する IFN

ｇ依存的なクラススイッチの作

用機序（Lee MSJ et al, 2019）

解明、また 2 つ目として、免疫

活性型核酸のナノ粒子アジュ

バントが抗体依存的な細胞性

免疫の誘導に関する作用機序

を解明した(Yamamoto T et al 

2019)。 
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§２．研究実施体制 

（１）東大医科研グループ 

① 研究代表者: 石井 健（東京大学医科学研究所 教授） 

② 研究項目 

・細胞外核酸の免疫学的解析と生理学的意義の解明 

 

（２）基盤研グループ 

① 主たる共同研究者: 石井 健（医薬基盤健康栄養研究所 招聘プロジェクトリーダー） 

② 研究項目 

・細胞外核酸の定性と定量評価系の確立 

 

（３）阪大グループ 

① 主たる共同研究者:Cevayir Coban（大阪大学免疫学フロンティア研究センター 教授） 

② 研究項目 

  ・細胞外核酸の物理化学的特性と細胞イメージング 

 


